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あらまし：本研究では，中学生を対象とした音を題材とする全 5 時間の教科横断型探究カリキュラムを開

発した．学習者はカリキュラム前半の音楽科 2 時間と理科 1 時間で心地よい音と不快な音について学び，

それをもとにカリキュラム後半の総合的な学習の時間 2 時間で住みよい街づくりについて考え，グルー

プで提案する．カリキュラム評価の結果，中学校音楽科・理科で学んだ内容を探究活動に生かす教科横断

型探究カリキュラムであることが確認された． 
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1．はじめに 
社会の急激な変化に伴い，今日的な課題解決のた

めには複数の領域の知識を統合しながら，新たな価
値を創造する力が重要視されるようになり(1)，教科
横断型学習の実施が必要となっている．本研究では，
中学校における第 1 著者の専門教科である音楽科と
理科の教科横断に注目する．中学校における音楽科
と他教科を横断させた先行実践では，音楽科が表現
の手段として用いられており(2)(3)(4)(5)，「音楽に対する
感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている
要素とその働きの視点で捉え，捉えたことと，自己
のイメージや感情，生活や社会，伝統や文化などと
を関連付けて考えること」(6)と示される音楽科の見
方・考え方が活用されている実践は報告されていな
かった．  

中学校音楽科及び中学校理科における題材・教材
を分析した結果，音楽科の見方・考え方を用いるこ
とのできる題材は「音」であった．更に，音楽科と
理科の見方・考え方を活用し，新たな価値を創造す
るカリキュラムとするためには，探究的な学習を行
う総合的な学習の時間も横断するべきであると考え，
本研究では音楽科と理科，そして総合的な学習の時
間を横断する探究カリキュラムを開発する． 

 

2．カリキュラムの開発 
「音」に対する各教科の見方・考え方を生かす探

究活動の題材としては，Murray Schafer により提唱さ
れた概念である「サウンドスケープ」(7)を基に，音環
境に着目した「住みよい街づくり」とし，本カリキ
ュラムの学習目標を，①音楽科及び理科における既
習事項を活用しながら，実社会における課題を解決
する取り組みを行うことができる，②教科の学びを
生かした探究的な課題解決学習の方法を知り，理解
した上で，活用することができる，と設定した． 

本カリキュラムは，総合的な学習の時間の「探究
の学習過程」に沿って，上述した題材について探究
できるように授業を配置した(図 1)．すなわち，第 1

時間目及び第 2 時間目の音楽科の授業は，「音」に対
する音楽科の見方・考え方を育成するために，環境
の中で自分にとって心地よい音と不快な音を見つけ
るサウンドウォークを実施し，その結果を他者と交
流しながら，人それぞれ感じ方が違うことや，音は
聴覚以外で捉えられる環境と相互作用していること
を理解する．第 3 時間目の理科の授業は「音」に対
する理科の見方・考え方を育成するために，音楽科
で学んだ心地よい音と不快な音の性質を，理科の既
習事項を基にして科学的に捉えるための実験を行う．
第 1 時間目から第 3 時間目までの音楽科及び理科の
授業は，第 4 時間目の総合的な学習の時間における
課題設定や探究方法の計画，課外で行う情報収集の
手段の選択に活用され，第 5 時間目の総合的な学習
の時間で収集した情報を整理・分析していく中で「住
みよい街づくり」に向けた提案をまとめる． 

 

図 1 カリキュラムの構成 
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3．カリキュラムの評価 
開発したカリキュラムは，令和 5 年 7 月 4 日(火)

から同年 7 月 19 日(水)にかけて，A 中学校第 1 学年
2 クラスを対象に行った．対象人数は 53 名である．
第 1 時間目から第 3 時間目までの授業はクラス毎に
行い，第 4 時間目及び第 5 時間目の授業は 2 クラス
合同で，12 グループに分かれて行った． 

カリキュラムの評価では，上記の実践において学

習目標①②が達成できたかを確認する．まず，カリ

キュラムの第 1 時間目から第 3 時間目の音楽科及び

理科の授業が探究活動の土台として成立したかを評

価する．評価は，各授業におけるパフォーマンス目

標に沿ったルーブリックを用いて 3 段階で行う．評

価の結果，第 1 時間目から第 3 時間目の授業につい

ては，全ての授業が成立していたことが確認された． 

次に，探究活動における生徒全体の学習状況につ
いて確認する．評価は，カリキュラム終了後の生徒
の自己評価及び振り返り記述により行う．自己評価
では，3 つの評価項目(①音環境に対する理解につい
て，②教科の学習と日常生活との関わりについて，
③探究活動の楽しさについて)を生徒が◎，○，△で
評価した結果を分析する．振り返り記述は，生徒の
記述内容を学びの類型(8)をもとに分析する．分析の
結果，自己評価項目①②は回答した生徒全員，自己
評価項目③は回答した生徒の 97％が肯定的な評価
を行った．また，カリキュラム終了後の振り返りを
記述した生徒計 42 名の記述内容を分析した結果，教
科の学びと実社会や実生活とのつながりを理解に関
する記述(理解＋)を行った生徒は計 22 名，カリキュ
ラムの学習内容に対して自身の過去や未来と対照さ
せながら理解を深めた記述(願望，過去)を行った生
徒は計 17 名，探究の方法の理解に関する記述(評価
＋，自己評価＋)を行った生徒は計 6 名であった．こ
れら 2 つの評価結果より，生徒は本カリキュラムを
通して探究学習の方法を知ることができ，教科の学
びと日常生活との関わりを感じながら「音」につい
ての理解を深められ，全体としてカリキュラムの学
習目標①②を達成できたことが明らかになった． 

続いて第 4 時間目及び第 5 時間目の総合的な学習
の時間において学習目標①②が達成されたかを評価
する．評価は，生徒が作成したポスターを対象に(1)

課題の設定，(2)探究の方法，(3)教科の学びの活用の
3 要素に分け，「十分達成した」が a 評価(3 点)，「達
成した」が b 評価(2 点)，「達成できなかった」が c

評価(1 点)の 3 段階で授業者が評価した．その後，学
習目標①は要素(1)及び(3)，学習目標②は要素(2)及び
(3)の合計得点により総合評価を行う．評価の結果，
学習目標①については 75％，学習目標②については
92％のグループが b 評価以上となった．このことか
ら，開発したカリキュラムは実社会における課題を
解決する探究活動に取り組める授業であり，探究活
動の方法についても理解が深められる授業であった
こと，また，教科の学びを実社会における課題に生
かす授業であったことが明らかとなり，カリキュラ
ムの学習目標①②を達成したと考える． 

最後に，カリキュラムをよりよく実施するための
配慮事項を見いだすため，各評価結果の検討を行っ

た．その結果，複数クラスに対して授業を行う場合
は，時間配分を含め授業の質を同一にすること，ワ
ークシート等は回収漏れを防ぐため，授業内で回収
し終えられるよう授業のマネジメントを行うこと，
第 2 時間目における「環境と音の関係」について，
具体例を用いた指導を行うこと，第 3 時間目の理科
において，生徒の実態に応じて考察の書き方につい
て指導を行うこと，課題を確実に伝えるためには実
際に生徒に課題のファイルをその場で開かせるなど
の工夫を行うこと，情報収集の範囲や手段を広げる
ため，総合的な学習の時間の 2 時間の実施は 1 クラ
スずつ，1 週間の間隔を空けて実施すること，カリ
キュラム全体において中心となる音を環境音に限定
するのではなく，生活音にも着目させることが必要
であることが見いだされた．また，総合的な学習の
時間において，生徒が探究の過程に沿って学習を進
めやすいワークシートを導入することが，生徒の探
究学習を促進することに対して効果的であることが
明らかとなった． 

 

4．おわりに  
以上のように，本研究で開発したカリキュラムは

2 つの学習目標を達成できたことを実証的に確認で
きた．本研究では，音楽科，理科，総合的な学習の
時間を異なる教師で実施した場合の検討が時間的制
約により行うことができなかった．よって，複数教
師が連携して本カリキュラムを実施し，同様の結果
が得られるかを確認することが今後の課題となる． 
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